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社会の変遷に 伴い，社会 ユーズと ，それを満たす 為の仲介者の 役割も変化してきた。 農業社会では ，衣食住の確保が 

生きる為の基本的ニーズであ り，生産物を 消費者に届ける 仲介者であ る商人が「供給代行者」として ，重要な役割を 果た 

した。 工業社会では ，衣食住の安定供給が 求められ，分業と 大ニ生産が浸透するのに 伴い，仲介者は ，主に垂直分業の 

仕組みの中で ，例えば，素材メーカ 一の商品を部品メーカ 一に売り，部品メーカ 一の商品を組立メーカ 一に売る「販売代行 

者 」として，商社とし㌧ 大きな業態に 発展した。 

ところが・衣食住が 足り，各種メディアの 発達した 柑報 社会において・ 人々は便利な 生活を欲するようになり・ 従来の 

「販売代行者」では ，多くの 枯 報を持つユーザ 一の要求を満たす 車が難しくなってきた。 そこで，ユーザ 一の望むものを 取 

揃えて届ける 仲介者「購買代行者」が 登場する。 「販売代行者」が 生産者の視点で 仕事をしていたのに 対し・「 購 其代行 

者 」は・ ユーザ 一の立場で・ ユーザ 一の気持ちを 汲み取り・サービスを 提供する。 

しかし，今後の 知識社会においては ，便利な生活を 越えて，誰もが 自己実現出来る 環境 が 求められる。 それを満たす 

為には，既存の 個々のサービスを 取揃えて提供する「 購 其代行者」の 機能では不十分であ り・例えば，誰もが ，自分に合 

った 健康な生活を 送れる仕組みであ る個人最適化医療プラット フ オームといったソリューションを 提案し創出する 仲介者 

「生活提案者」の 機能が必要となってくる。 その為には，個々の 企業・機関の 資源では限界が 有る。 基本構想に基づき ， 異 

分野・異業種の 人材・技術を 動員し，協業形態で 研究開発を進めなければならない。 

1. 2  知識社会におけるイノベーション 創出人材 

イノベーションを 起こす人材も ，時代により 変化してきた。 工業社会において ，社会を支えた 人材は工場労働者であ るが   

生産性向上というイノベーションを 起こした人材は ，事務労働者であ る。 情報化社会では ，事務労働者が 社会を支えたが   

知識労働者が 高付加価値化というイノベーションを 提供した。 

では，知識労働者が 社会を支える 知識社会において ，イノベーションを 起こすのは．どのような 人材なのか。 知識労働 

者 そのものは，個別分野の 専門家であ るが，これに 対して，知識社会においてイノベーションを 起こす人材は ，専門領域 

を越えて知識労働者を 結び付け，協働形態で 研究開発を推進し 新たな価値を 創出する人材であ ると考える。 

以下，今後の 知識社会において ，社会 三 一 ズを 満たす為の仲介者として ，イノベーションを 起こす人材の 機能と，その 

要件について ，科学技術の 研究開発による 価値創出という 視点から，研究開発型 NPO(NPO 型分散研究システム ) にお 

いて活躍する 人柱ネットワークジェネレータ 一の事例に着目し 考察したい。 
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  み 、 ソ トワークジェネレーター 

2. 1  ネットワーク、 ジェネレータ 一の機能 

2. 1. 1 墓木構想の立案 

NPO が中心となり ，産学官の研究者・ 研究機関が自発的にネットワーク 連携しながら 研究を推進する 仕組みであ る 

NPO 型分散研究システムにおいて ， NPO は ， ①プロジェクトの 目標と計画の 提示，②産学官・ 国際的研究連携の 推進，③ 

研究成果の実用化等を 通した社会や 市場への還元，という 3 つの重要な役割を 担う。 これらを実行する 為には，連携に 参 

加する研究者の 専門分野や所 屈 組織の業種・ 業態の枠を越え ，基本構想を 立案した上で ，目標に向けて 枝数の技術を 

結び付け，プロジェクト 全体を調接し 社会・市民との 協働関係を構築しながら ，研究的価値・ 社会的価値，経済的価値と 

いった新たな 価値を創出する 人材が必要となる。 筆者らは，この 人材を，ネットワーウジェネレーターと 呼ぶ。 

ネットワークジェネレーターとは ，読んで字の 如く ，人 と人との間のネットワーク 関係を創出する 人を意味する。 しかし， 

NPO 型分散研究システムにおいて ，ネットワークジェネレーターは ，この言葉以上に 重要な機能を 果たす。 

「①プロジェクトの 目標と計画の 提示」に先立ち ，基本構想を 立案する。 研究者が専門分野や 所 屈 組織の枠を超えて 自 

発的に結集しようと 思うような魅力的構想，即ち ，他には無く ，チャレンジングな ，しかし，実現が 不可能ではなさそうな 構 

想 ，しかも，研究開発をべ ー スとした先端技術や 知識の利用を 前提とした構想を 立案しなければならない。 

川や ロボティク ス の研究を推進する 為に，北野宏明 ( ソニ一株式会社 ) 他 ，大学や公的研究機関に 所ほする研究者が ス 

タートした研究プロジェクトであ る RoboCup の % 台，「 2050 年までに，完全自律型のヒュー マ / イドロボットチームを 開発し 

サッカ一の国際公式ルールの 下で，人間の サ、 ソカ 一世界チャンピオンチームに 勝っこと」を 仮終 ゴールとしその 過程で生 

まれるテクノロジーを 社会・産業の 重要な用途に 応用することを 基本構想としている。 

ここでは，完全自律，分散協調，不完全 柑 鞍下 の リアルタイム 意思決定といった ， 21 世紀において 極めて重要になる 

技術的課題を ，広く一般の 人々にも共感が 得られるように ，「コポットによるサッカー」というテーマに 置換して表現し ，多く 

の 関心と支援を 引き出すことに 成功している。 

国際レスキューシステム 研究機構は， 先 拙技術による 災害対応の高度化と ，その普及を 目的として設立された ，研究 

者 中心の産学 民 による NPo であ る。 リーダ一の田所論 は ，大学 ( 神戸大学 ) に所属しつつプロジェクトを 推進している。 そ 

の基本構想は ，「 2050 年までに，人間に 代わる大規模災害の 被災者救助を 実現する災害救助システムを 開発する」とい 

う ，明確で判り 易いものであ る。 

2. 「． 2 具分野・異業種の 技術・人材結合 

「②産学官・ 国際的研究連携の 推進」にあ たり， 異 分野・異業種の 技術・人材を 結合する。 夫々の技術・ 人材が持っ価 

値を柚 大 限に引き出し 結び付けることにより ，新たな価値を 創出する。 

RoboCup の場合， 35 カ 国を超える国の 3.000 人以上の研究者を 巻き込んで，活動が 展開されている。 

国際レスキューシステム 研究機構では ，大学や公的研究機関，企業の 研究者に加え ，政府・自治体や 国際機関も参画 

し ，技術は，ロボット ，インテリジェントセンサ ，携帯端末，ヒューマンインターフェース 等，多岐に 亘る 。 これらを結び 付ける 

ことにより，緊急災害時の 人命救助や意思決定支援に 役立つシステムを 創出するのであ る。 
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2. 1. 3  「 場 」の構築 

「③研究成果の 実用化等を通した 社会や市場への 還元」を果たすには ，先ず，社会ニーズを 汲み上げる「 場 」 (p@ac めが 

必要であ る。 そして，そこで 汲み上げた社会三一 ズに 適合した形で ， 異 分野・異業種の 技術を融合する 際には，ダンパー 

が 自由に意見交換出来る「 場 」 (communitiesofpractice) が有用であ る。 また，開発段階では ，実証実験の「 場 」 (field) も 

不可欠であ る。 これらの性格の 異なる「 場 」を，研究開発の 目的に応じて 構築する車が ，ネットワークジェネレータ 一の 実 

務 面での大きな 役割であ る。 

RoboCup では・世界各国で 開催される競技会が ，研究者と一般市民，産業界，行政との 接点として・ 社会三一 ズを 汲み 

上げる「 場 」であ り，同時に．研究成果を 導入した ロ ポット同士が ，共通ルールの 下で競い合い ，評価を受ける 実証実験の 

「 場 」でもあ る。 また．研究者による ，自由な意見交換の 場という機能も 果たしている。 Ⅱ Llst ㏄という世界各国の 様々な セ 

クターから選ばれたプロジェクトの 中核的研究者による 意思決定機構を 有するが，ここでも ，国家，セクタ 二 競合企業の 

枠を超えた情報交換が 活発に行なわれている。 

国際レスキューシステム 研究機構は，実証実験の「 場 」として，災害救助研究評価用のテストフィールドを 標準化しつつ 

あ る。 このテストフィールドは 被災状況を再現した 約 500m2 のセットで ， 様々なアプローチによる 研究が共通の ブ ラ 、 ソトフ 

オーム上で評価出来る。 加えて，従来から 開発されてきている 災害救助用のシミュレーションソフトを 統合出来るように ， イ 

ンターフェースの 標準化も推進している。 

また，ソリューション 部門と名付けた 部門が，被災時のソリューションの 提示や社会や 産業界と研究ネットワークの 橋渡 

しを担い，研究ゴールへのアプローチの 中で創出されたテクノロジーを 社会や産業界に 還元ずる役割を 果たす。 この部門 

を 通して，神戸市，神奈川県等の 複数の自治体と 共同で，災害救助戦略も 立案している。 

2. 2  類似概念の比較 

ネットワークジェネレーターと 類似した概念が 幾つか存在する。 

例えば，研究開発型企業には ，ゲートキーパーという 人材が配置されている。 ゲートキーパーは ， 或る課題を解決する 

為に必要な人材を 頭の中にプール し 顧客の話を聞きながら ， 誰と 誰を組合せると ，その顧客の 要望を満たすことが 出来 

るかをデザインする。 ゲートキーパーがネットワークジェネレーターと 違うのは，基本的には ，自身の所属する 企業内の既 

存の事業や人材をべ ー スとする点であ る。 従って，構想や 構想実現の為の 資源配置に制約が 加わってしまう。 

産学の連携に 重要な役割を 担うコーディネーターも ，ネットワークジェネレーターとは 異なる。 コーティネータ 一の役割は ， 

或る事業の成功の 為に不足していると 思われる機能や 資源を ， 自らの人脈の 中から見つけ 出してきて繋げることであ る。 

自ら構想やビジネスモテルを 立案しそれまで 繋がっていなかった 人々とのみ、 ソ トワーク創出をする 訳ではない。 

また。 次世代イノベーションモテルを 推進する主役として ， テウ / プロテューサーという 人材の育成強化も 提言されてい 

る 。 テクノプロデューサーは ，コンセプトを 創り ，戦略を構築し 総合指揮 (Orchestreating) する 新 Ⅱ ゆ イ ブ の技術家であ り， 

コンセプトクリエーター ( 目標創設者 : 環境を認識した 上で目標を設定 ), コーチ ィ ネーター ( 目標達成者 : 与えられた目標 

を 達成する過程をデザイン ), プロジェクト・リーダー ( 過程実現者 : 目標と達成過程が 与えられた 時 ，それを実現 ) としての 

能力が求められるとされる。 ネットワーバジェネレーターと 重なり合う概俳であ るが，ネットワーバジェネレーターは ，研究開 

発型 NPO としづ中立的な 組織に在って ， 自らが立案した 構想を実現すべく ，目標に応じたネットワーウを 構築し社会との 

協働関係を構築しながら ，プロジェクトを 推進するとし づ ・より，立ち 位置が明確な 実践的概念であ る。 
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類似概念を比較して 浮び 上がるネットワーウジェネレータ 一の特徴的機能は ， ①研究開発といった 知識資源をべ ー スに ， 

自ら基本構想を 立案した上で．②所ほ 組織の枠に捕われず ，中立的な立場で ， 異 分野・異業種のネットワークを 構築し 

③「 場 」を通して社会との 協働関係を構築しながら・プロジェ ウト を推進する点であ ると言える。 

2.  3  ネットワーウジェネレータ 一の要件 

ネットワークジェネレータ 一の特徴的機能を 発揮する方の 要件は何か。 

知識資源をべ ー スに・自ら基本機能を 立案する為には ，前提として ，広範な知識が 求められるのは 勿論のこと，技術の 

目利き能力が 無けれ は ならない。 ヰ物を通して 得られる知識だけではなく ，経験的知識や 職業的知恵も 必要であ る。 

これは， 異 分野・異業種 プ レイヤ一のネットワーウを 構築する為にも 必須の要件であ る。 各分野の専門 G であ る知識労 

働者を結び付け ，協働形態で 研究開発を推進し ， 新たな価値を 創出するには ，耳門知識よりも・ビジネスの 経験等を通し 

て 学んだ知恵が 有効となる。 

所 億組織の枠に 捕われず・中立的な 立場で活動し ，「 場 」を通して社会との 協働関係を構築するには・ 所伝組織を越え 

た人脈に加えて ， 所 億組締からの 精神的自立が 重要なポイントであ る。 所ほ 組 繊の利益代表にネットワークジェネレータ 

一は 務まらない。 

また・スキルとして ，ナレッジマネジメント 能力や，プレイヤ 一夫々の利害を 客観的に把握し 共通言語を用いて 全体調 

挺 する能力も必要であ る。 

  まとめ 

以上，研究開発型 NPO(NPO 型分散研究システム ) において活躍する 人材 : ネットワークジェネレータ 一について・その 

機能と要件を 考察したが，冒頭で 述べたように ，彼らは，今後の 知識社会において・ 社会三一 ズを 満たす為の仲介者とし 

て，イノベーションを 起こす人材であ ると考える。 

ネ、 ソ トワーウ，ジェネレータ 一の概念には ，研究的価値や 社会的価値の 追求 ( 社会貢献 ) を目的として ，産学官共同研究 

を 推進する研究開発型 NPO の中核ダンパーや 大学・公的研究機関の 志有る研究者のみならず ，経済的価値の 追求 ( 産 

業創出 ) に重きを置いて ，協働関係を 構築しながら・ 社会三一 ズに 対応したソリューションを 提供する人々も 含まれると 考 

える。 次 段階のテーマとしては．ベンチャ 一企業の経営者や 大企業の志有る 研究者・技術者に 着目し新たな 価値創出 モ 

チルとして提言したい。 
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